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VLBI観測で得られたメタノールメーザの空間分布と固有運動	
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6.7	
  GHzメタノールメーザは降着円盤に付随している！ 
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アウトフローの方が説明	
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メタノールメーザは円盤のみ
でなく、アウトフローにも	
  

付随する？？ 



アウトフローの指標となる水メーザの分布/運動から、
アウトフローの方向・円盤の向き・中心星の	
  
位置を推定できる 
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メタノールメーザが	
  
アウトフローに付随する観測結果は少ない	
  



6.7	
  GHzメタノールメーザが、アウトフローに付随するの
か多天体で検証する。	
  
	
  
Ø 円盤以外のガスの運動を捉えることが出来る	
  
Ø  6.7	
  GHzメタノールメーザの発生領域に関する理解
が深まる	
  

	
  
	
  
1.  アウトフローに付随する可能性のあるメタノール
メーザを持つ天体の探査	
  

2.  水メーザとメタノールメーザの運動を比較	
  
 

サンプル天体を増やす 

発生領域を直接捉える 



スペクトルの形状変化に注目!	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
	
  
l  成分の数が変化する	
  
l  速度構造が変化する (視線速度ドリフト)	
  
	
  スペクトルの形状変化を示すのは大質量星形成領域 Mon	
  R2のみ 

(Goedhart	
  +2004)	
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強度変動 (多天体) 形状変化天体 (Mon	
  R2) 

成分の数・視線速度は
変化しない	
  

成分の数・視線速度が	
  
変化する	
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1.	
  水メーザと似た変動を示す 2.	
  MON	
  R2のメタノールメーザがアウ
トフローに付随している可能性がある 

水メーザ 
 (Motogi	
  et	
  al.	
  2015) 

G353.273-­‐0.641 
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Ø  山口32m電波望遠鏡で観測されている過去のデータ	
  
(2004-­‐2007,	
  2010,	
  2014年)と比較して、スペクトルの変動を
調査	
  
	
  
Ø  観測天体は211天体	
  

観測パラメータ 
望遠鏡 山口32m 

ビームサイズ ～5分角 

システム雑音温度 40-­‐80	
  K 

帯域幅 8	
  MHz 

雑音レベル 1σ=~0.7	
  Jy 



	
  
	
  
 

強度変動が小さい天体　(24	
  天体) 

強度・視線速度変動なし、成分の消失・出現なし	
  

​​F↓max ⁄​F↓min  <2 



強度が変動するのみ (視線速度の変動なし、成分の消失・出現なし) 

強度変動が大きい天体　(50	
  天体) 

​​F↓max ⁄​F↓min  ≥2 
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l 今回の観測で、スペクトルの形状変化を示す	
  
	
  	
  6.7	
  GHzメタノールメーザを14天体(Mon	
  R2を含む)検
出した	
  
	
  
	
  
1.  スペクトルの形状変化を示すメタノールメーザを
持つ天体の探査	
  

2.  水メーザとメタノールメーザの運動を比較	
  
　　⇒メタノールメーザがアウトフローに付随する　　

	
  　のか検証できる	
  

	
  
 

Next	
  Step 
済 



スペクトルの形状変化が確認された	
  
IRAS	
  20126+4104のメタノールと水メーザの運動は観
測済み (Moscadelli	
  et	
  al.	
  2011)	
  

⇒メタノールメーザの一部はアウトフローに付随 
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メタノールメーザと水メーザの内部固有運動観測	
  
l 観測天体	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  IRAS	
  18134-­‐1942,	
  IRAS	
  19410+2336	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  メタノール、水メーザともに明るい(>80Jy)天体	
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  18134-­‐1942の内部固　　

	
  　　　　　　　　　有運動は観測済み)	
  
	
  
現在は、審査結果待ち	
  

VERA	
   -­‐水メーザ-­‐ JVN	
  	
  -­‐メタノールメーザ-­‐ 



	
  
	
  
l  アウトフローに付随する可能性のある、形状変化を示す

6.7GHzメタノールメーザの探査を行った	
  
l  その結果、新たに形状変化を示す天体を13天体見つけた	
  
l  これらのメタノールメーザがアウトフローに付随するの
かどうか、検証するためにメタノール、水メーザの固有
運動を測定する観測提案書をJVNとVERAへ提出した	
  

l  現在は、審査結果待ちの状態である。	
  

高変動を示すメタノールメーザが	
  
アウトフローに付随するのか？	
  


